PYC News[10](December2015) 「やっぱりこどものゲームには異論あり」

ついに師走も押し迫ってきました。今日のテーマは「こどものゲーム」です。

元はと言えばRDIのアセスメント（RDA）で使うおもちゃや道具を日本で集めるために出会ったのが静岡のおもちゃ屋さん、百町森です。その会員になり久しく、毎月届くお便りには、いつもほっとしたり勉強されられたりしているのですが、以下は今月号から孫引きです。

脳トレで有名な東北大学教授、川島隆太先生の最新刊「ホットケーキで『脳力』があがる」（ 2016）では、実際にいわゆるゲームが脳の前頭前野にどのような影響を与えるか実証研究を紹介しています。大学生にゲームをしてもらってゲーム中とその前後の脳の活動を調べると、ゲーム中だけでなく、ゲーム後も脳の前頭前野の活動低下が見られた、とのこと。

念のために脳の前頭前野の働きについておさらいです。脳の各部分の中でもっとも後から成熟（かつ最も早く老化が始まる）します。最も人を人らしくする、思考や創造性を司る最高中枢です。やる気や感情と関わって意思決定をしたり、短期記憶、反応（あるいは反射的な行動）のコントロール、行動の切り替え、計画、推論など認知、実行機能も担っています。社会的な行動、何かがうまくいかない時、いわゆる「ごほうび」がある時、どう選択、問題解決するか、にも関わります。

子育て中のおかあさんと話していて、テレビ、ビデオ、スマホ、年齢が上がるとゲーム、あるいはパソコンのことが「どうもやりすぎはよくないと思うけど、どうするのがよいのか」という話がよく聞こえてきます。相談の中であればとりあえず「脳のあちこちをうまく活動させて、本来の本人らしく、よく感じ考え判断する」ことが目標です。よって、特に未熟な、伸び盛りのこどもの脳のよりよい発達を望むなら、人の感覚知覚の中で限られた狭い範囲の視覚と脳の一部だけを使う、それらデジタルツールは、なくせるなら一旦なくす、少なくとも一定量に制限することを提案します。問題の「どうやって？」は一緒に考えます。でもたいてい、お母さんの信念が定まると方針は割と簡単に決まります。

最初の実証研究のお話に戻りましょう。ゲームをごほうびにしてそのあと何か集中してやろう、例えば宿題、というのは、あまりにもよく聞く作戦ですが、どうなんでしょうか。ゲームの後は脳の司令室、前頭前野の働きが低くなるとしたら、と思うと、どうも賛成できないなあと改めて思いました。
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